
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 秒 （ は自然 個表示される原単位画像により構成されている原画像情報を変換
して得られ

第１画像情報 前記第１単
位画像である重複単位画像を検出する重複画像検出装置
　 同一

の差を 差
情報 各前記第１単位情報毎に算出する算出手段と、
　 第１単位画像
の直前に表示される 前記第１単位画像である 前第１単位画像

時間軸上で前記 第１単位画像の直後に表示される 前記第
１単位画像である 後第１単位画 前記差情報である 後差情報 に対し
て、予め設定された０より大きく１より小さい定数である第１定数を夫々乗算し、夫々乗
算 前差情報及び乗算 後差情報を生成する乗算手段と

記 第１単位画像に 前記差情報 が前記 乗算
前差情報 前記乗算 後差情報のいずれよりも小さいとき、当該 第１単位画像

を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成する判定手段と、
　を備えることを特徴とする重複画像検出装置。
【請求項２】
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毎 Ｌ Ｌ 数）
且つ毎秒Ｍ個（Ｍは自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成さ

れている 内において、同一のフィールドにおいて連続する同一の
において、

一の前記第１単位画像と、 の前記フィールドにおいて当該一の第１単位画像の直前
に表示されるべき他の前記第１単位画像と、 、当該一の第１単位画像についての

として
前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象

べき 直 についての前記差情報
である直前差情報、及び 対象 べき

直 像についての 直 の夫々

済直 済直 、
　前 対象 ついての である対象差情報 生成された 済
直 及び 済直 対象



　請求項１に記載の重複画像検出装置において、
　前記判定手段は、前記 差情報が前記乗算 前差情報 前記乗算 後差情報の
いずれよりも小さく、且つ、当該 差情報が、時間軸上で前記 前第１単位画像の直前
に表示される 前記第１単位画像に 前記差情報 時間軸上で前記 後第１単
位画像の直後に表示される 前記第１単位画像に 前記差情報のいずれよりも小
さいとき、当該 第１単位画像を前記重複単位画像と判定し、 判定信号を生成する
ことを特徴とする重複画像検出装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の重複画像検出装置において、
　前記判定手段は、前記 情報が前記乗算 前差情報と前記乗算 後差情報のい
ずれよりも小さく、且つ、当該 情報が予め設定された第２定数よりも小さいとき、
当該 第１単位画像を前記重複単位画像と判定し、 することを特徴
とする重複画像検出装置
【請求項４】
　 秒 （ は自然 個表示される原単位画像により構成されている原画像情報を変換
して得られ

第１画像情報 前記第１単
位画像である重複単位画像を検出する重複画像検出装置
　 同一

の差を 差
情報 各前記第１単位情報毎に算出する算出手段と、
　 第１単位画像

前に表示される
前記第１単位画像である前第１単位画像 時

間軸上で前記 第１単位画像 後に表示される 前記第１単位画像である後第１単
位画 前記差情報である後差情報のいずれよりも小さいとき、当該 第１単
位画像を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成する判定手段と、
　を備えることを特徴とする重複画像検出装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の重複画像検出装置において、
　前記判定手段は、前記 差情報が前記前差情報 前記後差情報のいずれよりも小さ
く、且つ、当該 差情報が予め設定された第２定数よりも小さいとき、当該 第１単
位画像を前記重複単位画像と判定 することを特徴とする重複画像
検出装置、
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の重複画像検出装置において、
　前記差情報は、 第１単位画像の夫々に含まれる各画
素の輝度について、 １単位画像 の間で相互に対応す
る前記画素間の輝度の差の絶対値を 一 １単位画像に含まれる全ての前記画素に
ついて加算して算出されることを特徴とする重複画像検出装置。
【請求項７】
　請求項１から６に記載の重複画像検出装置と、
　前記判定信号に基づい 記重複単位画像を削除しつつ 前記第１画像情報を

第２画像情報に変
換する変換手段と、
　を備えることを特徴とする画像変換装置。
【請求項８】
　 秒 （ は自然 個表示される原単位画像により構成されている原画像情報を変換
して得られ

第１画像情報 前記第１単
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対象 済直 及び 済直
対象 直

べき ついての 及び 直
べき ついての

対象 前記

対象差 済直 済直
対象差

対象 前記判定信号を生成
。

毎 Ｌ Ｌ 数）
且つ毎秒Ｍ個（Ｍは自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成さ

れている 内において、同一のフィールドにおいて連続する同一の
において、

一の前記第１単位画像と、 の前記フィールドにおいて当該一の第１単位画像の直前
に表示されるべき他の前記第１単位画像と、 、当該一の第１単位画像についての

として
前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象

についての前記差情報である対象差情報が、当該対象第１単位情報より べ
き についての前記差情報である前差情報、及び

対象 より べき
像についての 対象

対象 及び
対象 対象

し、前記判定信号を生成

前記一の第１単位画像及び前記他の
前記一の第 と前記他の第１単位画像と

、前記 の第

て前 、 、毎秒Ｎ
個（Ｎは自然数且つＭ＞Ｎ）表示される第２単位画像により構成される

毎 Ｌ Ｌ 数）
且つ毎秒Ｍ個（Ｍは自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成さ

れている 内において、同一のフィールドにおいて連続する同一の



位画像である重複単位画像を検出する重複画像検出方法
　 同一

の差を 差
情報 各前記第１単位情報毎に算出する算出工程と、
　 第１単位画像
の直前に表示される 前記第１単位画像である 前第１単位画像

時間軸上で前記 第１単位画像の直後に表示される 前記第
１単位画像である 後第１単位画 前記差情報である 後差情報 に対し
て、予め設定された０より大きく１より小さい定数である第１定数を夫々乗算し、夫々乗
算 前差情報及び乗算 後差情報を生成する乗算工程と

記 第１単位画像に 前記差情報 が前記 乗算
前差情報 前記乗算 後差情報のいずれよりも小さいとき、当該 第１単位画像

を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成する判定工程と、
　を ことを特徴とする重複画像検出方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の重複画像検出方法において、
　前記判定工程において、前記 差情報が前記乗算 前差情報 前記乗算 後差
情報のいずれよりも小さく、且つ、当該 差情報が、時間軸上で前記 前第１単位画像
の直前に表示される 前記第１単位画像に 前記差情報 時間軸上で前記 後
第１単位画像の直後に表示される 前記第１単位画像に 前記差情報のいずれよ
りも小さいとき、当該 第１単位画像を前記重複単位画像と判定し、 判定信号を生
成することを特徴とする重複画像検出方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の重複画像検出方法において、
　前記判定工程において、前記 情報が前記乗算 前差情報と前記乗算 後差情
報のいずれよりも小さく、且つ、当該 情報が予め設定された第２定数よりも小さい
とき、当該 第１単位画像を前記重複単位画像と判定し、 すること
を特徴とする重複画像検出方法
【請求項１１】
　 秒 （ は自然 個表示される原単位画像により構成されている原画像情報を変換
して得られ

第１画像情報 前記第１単
位画像である重複単位画像を検出する重複画像検出方法
　 同一

の差を 差情報
各前記第１単位情報毎に算出する算出工程と、

　 第１単位画像
前に表示される

前記第１単位画像である前第１単位画像 時
間軸上で前記 第１単位画像 後に表示される 前記第１単位画像である後第１単
位画 前記差情報である後差情報のいずれよりも小さいとき、当該 第１単
位画像を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成する判定工程と、
　を ことを特徴とする重複画像検出方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の重複画像検出方法において、
　前記判定工程において、前記 差情報が前記前差情報 前記後差情報のいずれより
も小さく、且つ、当該 差情報が予め設定された第２定数よりも小さいとき、当該
第１単位画像を前記重複単位画像と判定 することを特徴とする重
複画像検出方法、
【請求項１３】
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において、
一の前記第１単位画像と、 の前記フィールドにおいて当該一の第１単位画像の直前

に表示されるべき他の前記第１単位画像と、 、当該一の第１単位画像についての
として

前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象
べき 直 についての前記差情報

である直前差情報、及び 対象 べき
直 像についての 直 の夫々

済直 済直 、
　前 対象 ついての である対象差情報 生成された 済
直 及び 済直 対象

含む

対象 済直 及び 済直
対象 直

べき ついての 及び 直
べき ついての

対象 前記

対象差 済直 済直
対象差

対象 前記判定信号を生成
。

毎 Ｌ Ｌ 数）
且つ毎秒Ｍ個（Ｍは自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成さ

れている 内において、同一のフィールドにおいて連続する同一の
において、

一の前記第１単位画像と、 フィールドにおいて当該一の第１単位画像の直前に表示
されるべき他の前記第１単位画像と、 、当該一の第１単位画像についての と
して

前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象
についての前記差情報である対象差情報が、当該対象第１単位情報より べ
き についての前記差情報である前差情報、及び

対象 より べき
像についての 対象

含む

対象 及び
対象 対象

し、前記判定信号を生成



　請求項８から１２のいずれか一項に記載の重複画像検出方法において、
　前記差情報は、 第１単位画像の夫々に含まれる各画
素の輝度について、 １単位画像 の間で相互に対応す
る前記画素間の輝度の差の絶対値を 一 １単位画像に含まれる全ての前記画素に
ついて加算して算出されることを特徴とする重複画像検出方法。
【請求項１４】
　請求項８から１３に記載の重複画像検出方法と、
　前記判定信号に基づい 記重複単位画像を削除しつつ 前記第１画像情報を

第２画像情報に変
換する変換工程と、
　を備えることを特徴とする画像変換方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、ＮＴＳＣ（ National　 Television　 System　 Committee）方式のビデ
オ信号（毎秒３０フレームの画像を含む）を毎秒２４コマの画像により構成される画像信
号に変換する如く、一の画像情報を、単位時間内に含まれる単位画像の数が異なる他の画
像情報に変換する画像変換装置の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、記録容量を飛躍的に向上させた記録媒体であるＤＶＤが一般化しつつある。
【０００３】
ここで、従来からある映画（毎秒２４コマのコマを含む）を当該ＤＶＤに記録する場合を
考えると、当該ＤＶＤへ記録される画像情報は通常は上記ＮＴＳＣ方式のビデオ信号（毎
秒３０フレームの画像を含む）であることが必要とされている。
【０００４】
そこで、従来では、毎秒２４コマのコマを含む映画素材を毎秒３０フレームの画像を含む
ビデオ信号に変換するため、当該映画素材に対していわゆるテレシネ変換（または、２－
３プルダウン変換とも称される。）を施してビデオ信号を得、これを複数の画素により構
成されるディジタル的な画像信号に変換した後にいわゆるＭＰＥＧ－２（ Moving　 Pictur
e　 Expert　 Group－２）方式等の画像符号化技術を用いて上記ＤＶＤに記録することが一
般的であった。
【０００５】
すなわち、上記テレシネ変換についてより具体的に図５を用いて説明すると、当該テレシ
ネ変換では、毎秒２４コマのコマを含む映画素材を構成するあるコマ３０乃至３４をテレ
シネ変換すると、ビデオ信号の各フレームにおける第１フィールドとしてはフィールド４
０、４２、４４、４６、４８、５０及び５２が得られ、ビデオ信号の各フレームにおける
第２フィールドとしてはフィールド４１、４３、４５、４７、４９及び５１が得られる。
このとき、フィールド４０及び４１、４２及び４３、４４及び４５、４６及び４７、４８
及び４９、５０及び５１が夫々にビデオ信号における１フレームを構成することとなる。
【０００６】
ここで、上記テレシネ変換後のビデオ信号については、元々毎秒２４コマしかなかった画
像から毎秒３０フレームの画像を生成するため、全く同じ絵柄のフィールド（以下、重複
フィールドと称する。）が二つ以上存在したり、又は、全く絵柄の異なった二つのフィー
ルドで一のフレームが構成されることがある。
【０００７】
すなわち、通常、重複フィールドとは同位相で同じ絵柄のフィールドを指すので、図５に
示す例では、フィールド４０と４２、４５と４７、５０と５２が夫々に重複フィールドで
ある。また、フィールド４２及び４３又は４４及び４５が夫々全く絵柄の異なった二つの
フィールドで一のフレームを構成している。
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前記一の第１単位画像及び前記他の
前記一の第 と前記他の第１単位画像と

、前記 の第

て前 、 、毎秒Ｎ
個（Ｎは自然数且つＭ＞Ｎ）表示される第２単位画像により構成される



【０００８】
このとき、当該テレシネ変換後のビデオ信号をＭＰＥＧ－２方式を用いてＤＶＤに記録す
る場合を考えると、ビデオ信号中に全く同じ絵柄のフィールドが二つ以上存在していた場
合は、同じ二つのフィールドに対して同じ符号化処理を繰り返すことが必要であり、一方
、全く絵柄の異なった二つのフィールドで一のフレームが構成されていた場合は、一のフ
レーム含まれる二つのフィールド間でＭＰＥＧ－２方式上の相関関係が全くないこととな
り、いずれの場合も、ＭＰＥＧ－２処理を行う上では極めて符号化効率が悪いこととなる
。
【０００９】
そこで、当該テレシネ変換後のビデオ信号に対してＭＰＥＧ－２方式の符号化を施す前に
、当該ビデオ信号を毎秒２４コマのコマにより構成される画像信号に変換してから（すな
わち、逆テレシネ変換を行った後に）符号化することが行われていた。
【００１０】
ここで、従来の逆テレシネ変換では、ビデオ信号における同一位相の二つのフィールドの
夫々に含まれる上記各画素の輝度について、二つの当該フィールド間で相互に対応する画
素間の輝度の差の絶対値を一のフィールドに含まれる全ての画素について加算することに
より絶対値和を算出し、当該算出された絶対値和が予め実験的に設定されている閾値より
小さかった場合に当該一のフィールドが他のフィールドと重複している重複フィールドで
あると判定し、当該重複フィールドを削除しつつ逆テレシネ変換を行うことが通常であっ
た。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、理論上は上記重複フィールドではその上記絶対値和は零となるはずである
が、実際のビデオ信号ではテレシネ変換の際の雑音等に起因して当該絶対値和が零となる
ことはむしろ少なく、当該絶対値和の値は、元の映画素材の種類やテレシネ変換時の条件
等により大きく変化することが通常である。
【００１２】
このため、従来のように一定の閾値を用いて重複フィールドの検出を行うと、正確に検出
できず、その場合にはＭＰＥＧ－２方式における符号化効率が低下してしまうという問題
点があった。
【００１３】
そこで、本発明は、上記の問題点に鑑みて為されたもので、その課題は、テレシネ変換で
生じたビデオ信号における重複フィールドを正確且つ確実に検出することが可能な重複画
像検出装置を提供すると共に、当該重複画像検出装置を備えて画像変換が可能な画像変換
装置及び当該画像変換により生成された画像情報が記録された画像記録媒体を提供するこ
とにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は 秒 （ は自然 個表示
される原単位画像により構成されている原画像情報を変換して得られ

第１画像情報
前記第１単位画像である重複単位画像を検

出する重複画像検出装置 同一
の差を

差情報 各前記第１単位情報毎に算出する絶対値計算
器等の算出手段と、

第１単位画像の直前に表示される 前記第１単位画像である 前第１単位画像
時間軸上で前記 第１単位画像の直後に表示

される 前記第１単位画像である 後第１単位画 前記差情報である 後差
情報 に対して、予め設定された０より大きく１より小さい定数である第１定数を夫
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、毎 Ｌ Ｌ 数）
且つ毎秒Ｍ個（Ｍは

自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成されている 内におい
て、同一のフィールドにおいて連続する同一の

において、一の前記第１単位画像と、 の前記フィールドにお
いて当該一の第１単位画像の直前に表示されるべき他の前記第１単位画像と、 、当
該一の第１単位画像についての として

前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である
対象 べき 直 につ
いての前記差情報である直前差情報、及び 対象

べき 直 像についての 直
の夫々



々乗算し、夫々乗算 前差情報及び乗算 後差情報を生成する乗算器等の乗算手段と
記 第１単位画像に 前記差情報 が前記 乗算

前差情報 前記乗算 後差情報のいずれよりも小さいとき、当該 第１単位画像
を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成するフラグ生成器等の判定手段と、を備え
る。
【００１５】
　

【００１６】
　

【００１７】
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済直 済直
、前 対象 ついての である対象差情報 生成された 済
直 及び 済直 対象

上記の課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、毎秒Ｌ（Ｌは自然数）個表示
される原単位画像により構成されている原画像情報を変換して得られ且つ毎秒Ｍ個（Ｍは
自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成されている第１画像情報内におい
て、同一のフィールドにおいて連続する同一の前記第１単位画像である重複単位画像を検
出する重複画像検出装置において、一の前記第１単位画像と、同一の前記フィールドにお
いて当該一の第１単位画像の直前に表示されるべき他の前記第１単位画像と、の差を、当
該一の第１単位画像についての差情報として各前記第１単位情報毎に算出する絶対値計算
器等の算出手段と、前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である
対象第１単位画像についての前記差情報である対象差情報が、当該対象第１単位情報より
前に表示されるべき前記第１単位画像である前第１単位画像についての前記差情報である
前差情報、及び時間軸上で前記対象第１単位画像より後に表示されるべき前記第１単位画
像である後第１単位画像についての前記差情報である後差情報のいずれよりも小さいとき
、当該対象第１単位画像を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成するフラグ生成器
等の判定手段と、を備える。

上記の課題を解決するために、請求項８に記載の発明は、毎秒Ｌ（Ｌは自然数）個表示
される原単位画像により構成されている原画像情報を変換して得られ且つ毎秒Ｍ個（Ｍは
自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成されている第１画像情報内におい
て、同一のフィールドにおいて連続する同一の前記第１単位画像である重複単位画像を検
出する重複画像検出方法において、一の前記第１単位画像と、同一の前記フィールドにお
いて当該一の第１単位画像の直前に表示されるべき他の前記第１単位画像と、の差を、当
該一の第１単位画像についての差情報として各前記第１単位情報毎に算出する算出工程と
、前記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象第１単位画像
の直前に表示されるべき前記第１単位画像である直前第１単位画像についての前記差情報
である直前差情報、及び時間軸上で前記対象第１単位画像の直後に表示されるべき前記第
１単位画像である直後第１単位画像についての前記差情報である直後差情報の夫々に対し
て、予め設定された０より大きく１より小さい定数である第１定数を夫々乗算し、夫々乗
算済直前差情報及び乗算済直後差情報を生成する乗算工程と、前記対象第１単位画像につ
いての前記差情報である対象差情報が前記生成された乗算済直前差情報及び前記乗算済直
後差情報のいずれよりも小さいとき、当該対象第１単位画像を前記重複単位画像と判定し
、判定信号を生成する判定工程と、を含む。

上記の課題を解決するために、請求項１１に記載の発明は、毎秒Ｌ（Ｌは自然数）個表
示される原単位画像により構成されている原画像情報を変換して得られ且つ毎秒Ｍ個（Ｍ
は自然数且つＭ＞Ｌ）表示される第１単位画像により構成されている第１画像情報内にお
いて、同一のフィールドにおいて連続する同一の前記第１単位画像である重複単位画像を
検出する重複画像検出方法において、一の前記第１単位画像と、同一フィールドにおいて
当該一の第１単位画像の直前に表示されるべき他の前記第１単位画像と、の差を、当該一
の第１単位画像についての差情報として各前記第１単位情報毎に算出する算出工程と、前
記重複単位画像であるか否かの判断対象の前記第１単位画像である対象第１単位画像につ
いての前記差情報である対象差情報が、当該対象第１単位情報より前に表示されるべき前
記第１単位画像である前第１単位画像についての前記差情報である前差情報、及び時間軸
上で前記対象第１単位画像より後に表示されるべき前記第１単位画像である後第１単位画
像についての前記差情報である後差情報のいずれよりも小さいとき、当該対象第１単位画



【００６２】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。なお、以下に説明
する実施形態は、ＶＴＲ（ Video　 Tape　 Recorder）に記録されている画像情報に基づい
て、ＤＶＤを大量生産するためのいわゆるマスタディスクを製造する画像記録装置におけ
る逆テレシネ変換を行う画像変換器に対して本発明を適用した場合の実施形態である。
【００６３】
（Ｉ）実施形態
図１に示すように、実施形態に係る画像記録装置Ｓは、上記ＶＴＲ１と、Ａ／Ｄ変換器２
と、本発明に係る画像変換器３と、エンコーダ４と、カッティング装置５と、により構成
されている。
【００６４】
次に動作を説明する。
【００６５】
ＶＴＲ１には、テレビカメラ等により被写体を撮影して生成されたビデオ信号Ｓ cm（毎秒
３０フレームの画像により構成されている。）又は上記テレシネ変換後のビデオ信号であ
るテレシネ信号Ｓ trのうち、いずれか一方が記録されている。
【００６６】
なお、この場合のビデオ信号Ｓ cmは、元々映画素材ではなかったものであり、被写体を直
接撮影して毎秒３０フレームのビデオ信号Ｓ cmに変換したものであるから、このビデオ信
号Ｓ cmには図５に示すビデオ信号のような重複フィールドは含まれていない。
【００６７】
そして、当該ＶＴＲ１は、ビデオ信号Ｓ cmを記録していた場合には、それを所定のタイミ
ングでＡ／Ｄ変換器２に出力する。一方、テレシネ信号Ｓ trを記録していた場合には、そ
れを所定のタイミングでＡ／Ｄ変換器３に出力する。
【００６８】
次に、Ａ／Ｄ変換器２は、ビデオ信号Ｓ cm又はテレシネ信号Ｓ trのいずれか一方が入力さ
れたときに、当該入力された信号における一のフィールドを、例えば７２０個×４８０個
（国際規格ＩＴＵ－Ｒ勧告６０１に準拠する場合）の画素に分解すると共に、当該画素の
輝度をディジタル値に変換し、ディジタルビデオ信号Ｓ cmd（Ａ／Ｄ変換器２にビデオ信
号Ｓ cmが入力された場合）又はディジタルテレシネ信号Ｓ trd（Ａ／Ｄ変換器２にテレシ
ネ信号Ｓ trが入力された場合）を生成して夫々エンコーダ４又は画像変換器３へ出力する
。
【００６９】
次に、画像変換器３は、本発明に係る重複フィールド検出処理を用いて重複フィールドを
削除しつつディジタルテレシネ信号Ｓ trdに対して逆テレシネ変換を行い、変換信号Ｓ ch
を生成してエンコーダ４に出力する。この変換信号Ｓ chには最早重複フィールドは含まれ
ていない。
【００７０】
そして、エンコーダ４は、ディジタルビデオ信号Ｓ cmd又は上記変換信号Ｓ chに対して、
ＭＰＥＧ－２方式による符号化処理を行い、記録信号Ｓ rを生成してカッティング装置５
に出力する。
【００７１】
その後、カッティング装置５は、入力された記録信号Ｓ rに基づいてレーザ光等の光ビー
ムを強度変調し、レジスト等が塗布されていると共に回転されている原盤ディスク上に照
射する。これにより、記録信号Ｓ rに対応した情報が記録されたＤＶＤを大量製造するた
めの画像記録媒体としてのマスタディスクＭが製造される。
【００７２】
なお、図１に示す構成において、テレシネ信号Ｓ trをそのままディジタル放送の素材とし
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像を前記重複単位画像と判定し、判定信号を生成する判定工程と、を含む。



て用いることもできる。
【００７３】
また、変換信号Ｓ chを例えば毎秒２４コマの画像からなる画像情報を記録可能な他のＶＴ
Ｒに一時的に記録し、所定のタイミングでこれを読み出してエンコーダ４に入力し、符号
化するように構成することもできる。
【００７４】
次に、本発明に係る画像変換器３の細部構成について、図２を用いて説明する。
【００７５】
図２に示すように、画像変換器３は、算出手段としての１フレーム遅延器１０と、加算器
１１と、算出手段としての絶対値計算器１２と、フィルタ１３と、算出手段としての１フ
ィールド累算器１４と、１フィールド遅延器１５乃至１８と、メモリ１９及び２０と、比
較器２１乃至２５と、判定手段としてのフラグ生成器２６と、変換手段としての逆テレシ
ネ変換器２７と、乗算手段としての乗算器２８及び２９と、遅延器９０と、により構成さ
れている。
【００７６】
次に、動作を説明する。
【００７７】
Ａ／Ｄ変換器２から入力されたディジタルテレシネ信号Ｓ trd（図５に示すように、重複
フィールドを含んでいる。）は、１フレーム遅延器１０に出力されると共に、その反転信
号が加算器１１に出力される。
【００７８】
そして、１フレーム遅延器１０は、入力されたディジタルテレシネ信号Ｓ trdを１フレー
ム分だけ遅延し、遅延信号Ｓｄとして加算器１１に出力する。
【００７９】
次に、加算器１１は、遅延信号Ｓｄに含まれる各画素の輝度（ディジタル値）から同時に
入力されているディジタルテレシネ信号Ｓ trdにおける対応する画素の輝度（ディジタル
値）を減算し、減算信号Ｓ aを生成して絶対値計算器１２に出力する。
【００８０】
次に、絶対値計算器１２は、減算信号に含まれる各画素毎に減算値の絶対値を計算し、絶
対値信号Ｓ abを生成してフィルタ１３に出力する。
【００８１】
そして、フィルタ１３は、入力された絶対値信号Ｓ abにより示される各画素に対応する絶
対値の夫々が予め設定された定数ｂよりも小さいか否かを判定し、当該定数ｂよりも絶対
値が小さいときは「０」を示すフィルタ信号Ｓ faを生成して１フィールド累算器１４に出
力し、一方、当該絶対値が定数ｂ以上であるときは、その絶対値をそのままフィルタ信号
Ｓ faとして１フィールド累算器１４に出力する。
【００８２】
すなわち、フィルタ１３においては、ｊをフィールド番号としｉを画素番号として（以下
の説明において同じ。）ｊ番目のフィールドのｉ番目の画素の輝度をｘ j , iとすると、
【数１】
｜ｘ j - 2 , i－ｘ j , i｜＞ｂ
のときはそのまま｜ｘ j - 2 , i－ｘ j , i｜に対応するフィルタ信号Ｓ faを生成し、一方、
【数２】
｜ｘ j - 2 , i－ｘ j , i｜≦ｂ
のときは「０」を示すフィルタ信号Ｓ faを生成する。
【００８３】
このフィルタ１３の処理は、元のディジタルテレシネ信号Ｓ trdに重畳されている雑音（
テレシネ変換時の雑音等）の影響を概略的に除去するためのものであり、１フレーム前の
同じ画素との間の輝度の差が大きい画素は二つのフレーム間で絵柄が変化したものである
として絶対値信号Ｓ abをそのまま出力し、当該差が小さい時は、当該二つのフレーム間で
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は絵柄は変化しておらず、絶対値信号Ｓ abとして出力された輝度の差は上記雑音によるも
のとしてその値を「０」に置換するものである。従って、フィルタ１３における処理の基
準となる上記定数ｂは、当該雑音の影響を見極まることが可能なように実験的に決定され
る。
【００８４】
次に、フィルタ信号Ｓ faが入力されている１フィールド累算器１４は、一フィールド内に
含まれる各画素に対応するフィルタ信号Ｓ faをすべて累積加算し、累積信号Ｓ fdを生成し
て１フィールド遅延器１５に出力すると共に比較器２１に出力する。
【００８５】
ここで、累積信号Ｓ fdに含まれるのは、ディジタルテレシネ信号Ｓ trd内の同一位相であ
る二つのフィールドの夫々に含まれる各画素の輝度について、二つのフィールド間で相互
に対応する画素間の輝度の差の絶対値を一のフィールドに含まれる全ての画素について加
算したものであり、その値（以下、この値を各フィールド毎の絶対値和と称する。）をＳ
jとすると、
【数３】
　
　
　
　
　
となる。このとき、Ｎは一フィールド内の画素の総数である。
【００８６】
次に、１フィールド遅延器１５は、累積信号Ｓ fdを一フィールド分遅延し、遅延信号Ｓ da

1を生成して乗算器２８及び１フィールド遅延器１６に出力する。
【００８７】
次に、１フィールド遅延器１６は、遅延信号Ｓ da1を一フィールド分遅延し、遅延信号Ｓ d
a2を生成して１フィールド遅延器１７及び比較器２１乃至２５に出力する。
【００８８】
次に、１フィールド遅延器１７は、遅延信号Ｓ da2を一フィールド分遅延し、遅延信号Ｓ d
a3を生成して１フィールド遅延器１８及び乗算器２９に出力する。
【００８９】
次に、１フィールド遅延器１８は、遅延信号Ｓ da3を一フィールド分遅延し、遅延信号Ｓ d
a4を生成して比較器２５に出力する。
【００９０】
このとき、メモリ１９は、後述する定数Ｋを記憶しており、当該定数Ｋに対応する定数信
号Ｓ rkを比較器２３に出力する。
【００９１】
更に、メモリ２０は、後述する０より大きく１未満の値の定数ａを記憶しており、当該定
数ａに対応する定数信号Ｓ raを各乗算器２８及び２９に出力する。
【００９２】
これにより、乗算器２８は、定数信号Ｓ raに含まれる定数ａを遅延信号Ｓ da1に含まれる
各フィールドの絶対値和に乗算し比較器２２に出力する。
【００９３】
また、乗算器２９は、定数信号Ｓ raに含まれる定数ａを遅延信号Ｓ da3に含まれる各フィ
ールドの絶対値和に乗算し比較器２４に出力する。
【００９４】
そして、比較器２１は、累積信号Ｓ fdと遅延信号Ｓ da2（以下、当該遅延信号Ｓ da2に含ま
れるフィールドの絶対値和をＳ jとする。）とを比較し、
【数４】
Ｓ j＜Ｓ j + 2　…（１）
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であるときに「ＨＩＧＨ」となる比較信号Ｓ c1をフラグ生成器２６に出力する。すなわち
、比較信号Ｓ c1は、重複フィールドであるか否かを判定するフィールドに対応する絶対値
和が、時間軸上で二つ後のフィールドの絶対値和よりも小さいことを示す。
【００９５】
次に、比較器２２は、乗算器２８の出力信号と遅延信号Ｓ da2とを比較し、
【数５】
Ｓ j＜ａＳ j + 1　…（２）
であるときに「ＨＩＧＨ」となる比較信号Ｓ c2をフラグ生成器２６に出力する。すなわち
、比較信号Ｓ c2は、重複フィールドであるか否かを判定するフィールドに対応する絶対値
和が、時間軸上で一つ後のフィールドの絶対値和に１未満の定数ａを乗算したものよりも
小さいことを示す。
【００９６】
次に、比較器２３は、定数信号Ｓ rkに含まれている定数Ｋと遅延信号Ｓ da2とを比較し、
【数６】
Ｓ j＜Ｋ　…（３）
であるときに「ＨＩＧＨ」となる比較信号Ｓ c3をフラグ生成器２６に出力する。
【００９７】
次に、比較器２４は、乗算器２９の出力信号と遅延信号Ｓ da2とを比較し、
【数７】
Ｓ j＜ａＳ j - 1　…（４）
であるときに「ＨＩＧＨ」となる比較信号Ｓ c4をフラグ生成器２６に出力する。すなわち
、比較信号Ｓ c4は、重複フィールドであるか否かを判定するフィールドに対応する絶対値
和が、時間軸上で一つ先のフィールドの絶対値和に上記定数ａを乗算したものよりも小さ
いことを示す。
【００９８】
次に、比較器２５は、遅延信号Ｓ da4と遅延信号Ｓ da2とを比較し、
【数８】
Ｓ j＜Ｓ j - 2　…（５）
であるときに「ＨＩＧＨ」となる比較信号Ｓ c5をフラグ生成器２６に出力する。すなわち
、比較信号Ｓ c5は、重複フィールドであるか否かを判定するフィールドに対応する絶対値
和が、時間軸上で二つ先のフィールドの絶対値和よりも小さいことを示す。
【００９９】
次に、フラグ生成器２６は、上記各比較信号Ｓ c1乃至Ｓ c5を用いて絶対値和Ｓ jに対応す
るフィールドが重複フィールドか否かを判定し、フラグ信号Ｓ fを出力する。
【０１００】
ここで、当該比較信号Ｓ c1乃至Ｓ c5を用いる重複フィールドの判定方法としては種々の方
法が考えられる。そこで、以下、簡略な構成で且つ最も正確に重複フィールドを判定する
方法について説明する。
【０１０１】
すなわち、フラグ生成器２６を、上記各比較信号Ｓ c1乃至Ｓ c5のうち比較信号Ｓ c3を除く
全ての比較信号を入力信号とするアンド回路により構成し、各比較信号Ｓ c1、Ｓ c2、Ｓ c4
及びＳ c5が全て「ＨＩＧＨ」となったとき、すなわち、上記式（１）、（２）、（４）及
び（５）が全て成立した場合に、当該絶対値和Ｓｊに対応するフィールドが重複フィール
ドであると判定してその旨を示すフラグを含むフラグ信号Ｓｆを生成して逆テレシネ変換
器２７に出力するようにすることができる。
【０１０２】
そして、逆テレシネ変換器２７は、当該フラグ信号Ｓｆに含まれるフラグに基づいて重複
フィールドを判定し、これを遅延器９０により所定時間遅延されたディジタルテレシネ信
号Ｓ trdから削除しつつ当該ディジタルテレシネ信号Ｓ trdに対して逆テレシネ変換を施し
、対応する上記変換信号Ｓ chを出力する。このとき、ディジタルテレシネ信号Ｓ trdを遅
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延器９０で遅延した後逆テレシネ変換器２７に入力するのは、ディジタルテレシネ信号Ｓ
trdと逆テレシネ変換器２７とのタイミング整合を取るためである。
【０１０３】
ここで、上記した場合のフラグ生成器２６の処理について更に説明すると、当該フラグ生
成器２６では、重複フィールドか否かを判定しようとするフィールドに対応する絶対値和
（絶対値和Ｓ j。以下、対象絶対値和と称する。）が、その直前と直後のフィールドの絶
対値和に定数ａを乗算したもののいずれよりも小さく、且つ、当該判定しようとするフィ
ールドの二つ先及び二つ後のフィールドの絶対値和のいずれよりも小さいときに、当該フ
ィールドが重複フィールドであると判定している。
【０１０４】
このうち、対象絶対値和が、その直前と直後のフィールドの絶対値和に定数ａを乗算した
もののいずれよりも小さいか否かを判定するのは、元のディジタルテレシネ信号Ｓ trdに
種々の雑音が含まれていたとしても、あるフィールドが重複フィールドであった場合には
、その絶対値和はその直前と直後のフィールドの絶対値和よりも相対的に小さくなるとい
う事実を利用するものである。
【０１０５】
なお、対象絶対値和を当該直前と直後のフィールドの絶対値和に１未満の正の定数ａを乗
算したものと比較するのは、当該対象絶対値和とその直前と直後のフィールドの絶対値和
そのものとを比較すると、当該対象絶対値和がその対応するフィールドのみに混入した雑
音によりその直前と直後のフィールドの絶対値和よりも低くなることで、当該対象絶対値
和に対応するフィールドが重複フィールドでないにも拘わらず比較信号Ｓ c2又はＳ c4が「
ＨＩＧＨ」となることを防止するためのである。このため、当該定数ａの値としては、例
えば０．７乃至０．８程度の値を実験的に設定することが望ましい。
【０１０６】
一方、対象絶対値和が当該判定しようとするフィールドの二つ先及び二つ後のフィールド
の絶対値和のいずれよりも小さいか判定するのは、混入した雑音の種類又は程度により、
上記比較信号Ｓ c2又はＳ c4だけでは誤判定する場合もあると考えられるため、この誤判定
を防止すべく、二つ先又は二つ後のフィールドの絶対値和との関係も検出し、それらより
も対象絶対値和が低い時に重複フィールドとして判定するものである。
【０１０７】
そして、以上のようにして判定された重複フィールドを示すフラグ信号Ｓ fに基づいて、
逆テレシネ変換器２７では、例えば図３に示すように、ディジタルテレシネ信号Ｓ trdに
おけるフィールド４２、４７及び５２を重複フィールドと判定し、これ以外のフィールド
４０、４１、４３、４４、４５、４６、４８、４９、５０及び５１によりコマ６０乃至６
４を含む変換信号Ｓ chを生成してエンコーダ４に出力することとなる。
【０１０８】
以上説明したように、実施形態の画像変換器３を含む画像情報記録装置Ｓの処理によれば
、対象絶対値和と、それに対応するフィールドの直前と直後の二つのフィールドの絶対値
和との相対的関係により重複フィールドを検出するので、正確且つ確実に重複フィールド
を検出して重複画像のない変換信号Ｓ chを生成することができる。
【０１０９】
また、二つ先及び二つ後の二つのフィールドの絶対値和との相対的関係をも加味して重複
フィールドを検出するので、より正確に重複フィールドを検出することができる。
【０１１０】
更に、同一位相である連続した二つのフィールドの夫々に含まれる各画素の輝度について
、二つのフィールドにおける絶対値和を用いて重複フィールドを検出するので、実際に表
示されるフィールドに直接影響を与えるパラメータを差情報とすることができる。
【０１１１】
また、画像記録装置Ｓに製造されたマスタディスクＭにおいては、不要な重複フィールド
が記録されることがなく、マスタディスクＭ上の記録領域を有効に活用できる。
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【０１１２】
（ II）変形形態
次に、本発明に係る変形形態について説明する。
【０１１３】
先ず、上述の実施形態では、各比較信号Ｓ c1乃至Ｓ c5のうち、比較信号Ｓ c3を除く全ての
比較信号に基づいて重複フィールドを判定したが、これ以外に、上記比較信号Ｓ c3をも用
いて重複フィールドを判定してもよい。
【０１１４】
この場合には、フラグ生成器２６としては、各比較信号比較信号Ｓ c1乃至Ｓ c5の全てを入
力信号とする一のアンド回路により構成することとなり、フラグ信号Ｓ fは全ての比較信
号が「ＨＩＧＨ」の時に「ＨＩＧＨ」となる。
【０１１５】
このように構成すれば、上記実施形態の効果と同様に正確に重複フィールドを検出するこ
とができる。
【０１１６】
また、上記比較信号Ｓ c2及びＳ c4のみを用いて重複フィールドを判定することとしてもよ
い。
【０１１７】
この場合には、フラグ生成器２６としては、各比較信号比較信号Ｓ c2及びＳ c4のみを入力
信号とする一のアンド回路により構成することとなり、フラグ信号Ｓ fは比較信号比較信
号Ｓ c2及びＳ c4が共に「ＨＩＧＨ」の時に「ＨＩＧＨ」となる。
【０１１８】
このように構成すれば、上記実施形態の画像変換器３のうち、１フィールド遅延器１５及
び１８、比較器２１、２３及び２５並びにメモリ１９が不要となり、構成を複雑化するこ
となく、且つ正確性を向上させて重複単位を検出することができる。
【０１１９】
更に、同様にして、上記比較信号Ｓ c1及びＳ c5のみを用いて重複フィールドを判定するこ
ととしてもよい。
【０１２０】
更にまた、比較信号Ｓ c2、Ｓ c3及びＳ c4を用いて重複フィールドを判定することとしても
よい。
【０１２１】
この場合には、フラグ生成器２６としては、各比較信号Ｓ c2、Ｓ c3及びＳ c4を入力信号と
する一のアンド回路により構成することとなり、フラグ信号Ｓ fは比較信号比較信号Ｓ c2
、Ｓ c3及びＳ c4が共に「ＨＩＧＨ」の時に「ＨＩＧＨ」となる。
【０１２２】
更に、比較信号Ｓ c1、Ｓ c3及びＳ c5を用いて重複フィールドを判定することとしてもよい
。
【０１２３】
この場合には、フラグ生成器２６としては、各比較信号Ｓ c1、Ｓ c3及びＳ c5を入力信号と
する一のアンド回路により構成することとなり、フラグ信号Ｓ fは比較信号Ｓ c1、Ｓ c3及
びＳ c5が共に「ＨＩＧＨ」の時に「ＨＩＧＨ」となる。この構成によると、上述乗算器２
８及び２９が不要なので、フラグ生成器２６の構成を簡略化できる。
【０１２４】
更に、各比較信号のうち、いずれか二つ以上が「ＨＩＧＨ」のときにフラグ信号Ｓ fが「
ＨＩＧＨ」となるように構成することもできる。
【０１２５】
この場合には、フラグ生成器２６としては、図４に示すように、各比較信号の内、二つづ
つの異なる比較信号を夫々入力とする二入力の十個のアンド回路７０乃至７９と、各アン
ド回路７０乃至７９の全ての出力信号を入力信号とし、フラグ信号Ｓ fを出力信号とする
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オア回路８０とにより構成することとなる。
【０１２６】
更にまた、各比較信号のうち、いずれか三つ以上が「ＨＩＧＨ」のときにフラグ信号Ｓ f
が「ＨＩＧＨ」となるように構成することもできる。
【０１２７】
この場合には、フラグ生成器２６としては、図４に示す場合と同様に、各比較信号の内、
三つづつの異なる比較信号を夫々入力とする三入力の十個のアンド回路と、各アンド回路
の全ての出力信号を入力信号とし、フラグ信号Ｓ fを出力信号とするオア回路とにより構
成することとなる。
【０１２８】
また、各比較信号のうち、いずれか四つ以上が「ＨＩＧＨ」のときにフラグ信号Ｓ fが「
ＨＩＧＨ」となるように構成することもできる。
【０１２９】
この場合には、フラグ生成器２６としては、図４に示す場合と同様に、各比較信号の内、
四つづつの異なる比較信号を夫々入力とする四入力の五個のアンド回路と、各アンド回路
の全ての出力信号を入力信号とし、フラグ信号Ｓ fを出力信号とするオア回路とにより構
成することとなる。
【０１３０】

上 説明したように、 によれば、 と

とを比較して重複 を検
出するので、正確且つ確実に重複 を検出することができる。
【０１３１】
　 が のいずれよりも小さく、且つ、当
該 が、

のいずれよりも小さいとき、当該
を重複 と判定するので、より正確に重複 を検出することができる。
【０１３２】
　 が のいずれよりも小さく、且つ、当
該 数 よりも小さいとき、当該 を重
複 と判定するので、より正確に重複 を検出することができる。
【０１３３】
　 を各 毎に算出し、 が

のいずれよりも小さいとき、当該 を重複
と判定し、 信号 を生成するので、構成を複雑化することなく、且つ正

確性を向上させて重複 を検出することができる。
【０１３５】
　 が 同一 で 二つの の夫々に含まれる各画
素の輝度について、 二つの 間で相互に対応する画素間の輝度の差の絶対値
を一の に含まれる全ての画素について加算して算出されるので、実際に表示さ
れる画像に直接影響を与えるパラメータを差情報とすることができる。
【０１３６】
　 信号 に基づいて重複 を削除しつつ

を に変換するので、効率的に を
に変換することができる。

【０１４４】
　

不要な重複
が 記録され

ることがなく、マスタディスクＭ又はレプリカディスク上の記録領域を有効に活用できる
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　以 夫々 本発明の実施形態又は変形形態 対象絶対値和 、
それに対応するフィールドの直前と直後の二つのフィールドの絶対値和（以下、直前絶対
値和及び直後絶対値和と称する）に定数ａを乗算した値 フィールド

フィールド

また、対象絶対値和 直前絶対値和及び直後絶対値和
対象絶対値和 当該対象絶対値和に対応するフィールドの二つ前と二つ後の二つのフ

ィールドの絶対値和 対象絶対値和に対応するフィールド
フィールド フィールド

更に、対象絶対値和 直前絶対値和及び直後絶対値和
対象絶対値和が定 Ｋ 対象絶対値和に対応するフィールド
フィールド フィールド

更にまた、各絶対値和 フィールド 対象絶対値和 直前絶対値和及び直
後絶対値和 対象絶対値和に対応するフィールド フ
ィールド フラグ Ｓ f

フィールド

また、絶対値和 、 フィールド 連続する フィールド
当該 フィールド

フィールド

更に、フラグ Ｓ f フィールド ディジタルテレシネ信号
Ｓ trd 変換信号Ｓ ch ディジタルテレシネ信号Ｓ trd 変換信号
Ｓ ch

更にまた、上記変換信号Ｓ chに基づいて符号化された記録信号Ｓ rをマスタディスクＭ
に記録し、更に当該マスタディスクＭによりレプリカディスクを製造すれば、
フィールド マスタディスクＭ及びこれを複製して得られるレプリカディスクに



。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の情報記録装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】画像変換器の細部構成を示すブロック図である。
【図３】逆テレシネ変換を示す図である。
【図４】フラグ生成器の概要構成の一例を示すブロック図である
【図５】従来のテレシネ変換を示す図である。
【符号の説明】
１…ＶＴＲ
２…Ａ／Ｄ変換器
３…画像変換器
４…エンコーダ
５…カッティング装置
１０…１フレーム遅延器
１１…加算器
１２…絶対値計算器
１３…フィルタ
１４…１フィールド累算器
１５、１６、１７、１８…１フィールド遅延器
１９、２０…メモリ
２１、２２、２３、２４、２５…比較器
２６…フラグ生成器
２７…逆テレシネ変換器
２８、２９…乗算器
３０、３１、３２、３３、３４、６０、６１、６２、６３、６４…コマ
、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２…
フィールド
７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９…アンド回路
８０…オア回路
Ｓ cm…ビデオ信号
Ｓ tr…テレシネ信号
Ｓ cmd…ディジタルビデオ信号
Ｓ trd…ディジタルテレシネ信号
Ｓ ch…変換信号
Ｓ r…記録信号
Ｓ d、Ｓ da1、Ｓ da2、Ｓ da3、Ｓ da4…遅延信号
Ｓ a…減算信号
Ｓ ab…絶対値信号
Ｓ fa…フィルタ信号
Ｓ fd…累積信号
Ｓ rk、Ｓ ra…定数信号
Ｓ c1、Ｓ c2、Ｓ c3、Ｓ c4、Ｓ c5…比較信号
Ｓ f…フラグ信号
Ｍ…マスタディスク
Ｓ…情報記録装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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